


本行の後半、下七日に本尊として迎えられる
小観音はその昔、補陀落山からはるばる海を
渡り、難波津へ来臨したと伝えられています。
「実忠和尚が摂津国難波津へ行き、補陀落
山に向かって香や花を供えて一心に祈ること
百日、ついに生身の十一面観音が閼伽の器
に乗ってやってきた。これを安置したお堂を今
は二月堂という」（『二月堂縁起絵巻』）。
現在の中之島のほど近くともいわれる難波津
とのゆかりに、古への想いが膨らみます。


